
　江戸幕府の権威が失われ、大名・公家から下級武士・浪人までを巻き込んで、この国の進むべき道を模索し
た時代、それが幕末という時代でした。この時期には、考え方の違いや権力争いにより全国各地で戦いが繰り
広げられます。その犠牲の上に「明治」という新しい時代が開かれ、日本は近代国家への歩みを進めていきます。
　幕末、福井藩は雄藩の一つとして活躍しました。松平春嶽を中心として国政の立て直しに力を注ぎ、長州戦
争や戊辰戦争などに出兵しました。その中で福井藩の果たした役割を、どうぞご覧ください。

　嘉永 6年（1853）ペリーが浦賀に来航し、アメリカ大統領からの開国を求める国書を幕
府に提出します。ペリーは翌年 1月に再来し開国を要求、開国か鎖国かで国論は二つに割
れますが、幕府は開国に踏み切り横浜で日米和親条約に調印しました。
　ペリー来航を受けて、福井藩は品川御殿山の警固を命ぜられます。福井藩主松平春嶽は
米艦の動向をはじめとした情報収集を精力的に行い、西洋砲術を導入するなど軍備を強化
しました。また、春嶽と侍臣たちは他藩主や要人と意見を交わし、問題解決の道を模索し
ました。

ペリー 来 航

長 州 戦 争

松平家史料展示室　展示解説シートNo.73

●会　場　松平家史料展示室

●会　期　平成25年3月13日（水）

～5月6日（休）
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越前松平家の名品17

合同舶入相秘記［ペリー像］（福井市春嶽公記念文庫）

村田氏寿受傷の弾丸（個人蔵）

松平茂昭肖像画（越葵文庫）

　蛤
はまぐりごもん

御門の変とも呼ばれます。文久 3年（1863）の八月十八日の政変で、尊王攘夷
派の長州藩（萩藩）は京都を追われますが、翌元治元年（1864）6 月、形勢挽回のた
めに京へ出兵しました。7月 19 日、長州藩兵は公武合体派の会津・薩摩藩兵などと
蛤御門（御所の西門の一つ）付近で交戦し、堺町御門付近を守衛していた福井藩兵
も長州藩兵と激戦となりました。戦闘は 1日で終結し、長州藩は多数の戦死者を出
して敗走。同月 23 日に長州征討の勅命が出され、第一次長州戦争となりました。

　長州征討（征伐）とも呼ばれる幕府と長州藩の間の戦争です。第一次戦争は、
元治元年の長州征討の勅命に端を発し、21 藩に出兵が命じられました。総督に
は前尾張藩主徳川慶勝、副将には福井藩主松平茂昭が任命され、福井藩兵は豊
前小倉に滞陣しましたが、保守派に実権が移った長州藩は抗戦せずに幕府に降
伏しました。第二次戦争は慶応元年（1865）の長州再征の勅命に始まり、32 藩
が動員されました。翌年 6月に戦闘が開始されましたが、戦況は幕府側に不利
となり、将軍家茂の死によって休戦し、その後撤兵しました。

禁 門 の 変

－幕末維新の動乱と福井藩－
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福井市立郷土歴史博物館
養浩館庭園開園 20周年記念特別陳列
　　「養浩館と福井藩の庭園」 5月10日（金）～7月7日（日）

次回の展示
松平家史料展示室

展示資料一覧
№ 資　料　名 員数 所　蔵
1 ペリー来航関係史料 1幅 福井市春嶽公記念文庫
2 合同舶入相秘記 4冊 福井市春嶽公記念文庫
3 海陸御固御役人附 1枚 福井市春嶽公記念文庫
4 嘉永改正泰平安民鑑 1幅 当館蔵
5 佐久間象山書状（三英遺墨） 1幅 福井市春嶽公記念文庫
6 西洋砲図品 1冊 当館蔵
7 江川英敏他砲術皆伝書・免許状 2枚 当館蔵
8 再改横浜風景版画 1巻 福井市春嶽公記念文庫
9 刀　無銘　康継（安宅貞宗写） 1口 個人蔵
10 京都郭内之図 1枚 福井市春嶽公記念文庫
11 福井藩士履歴 1冊 個人蔵
12 村田氏寿受傷の弾丸・由緒書 1個／ 1枚 個人蔵
13 京都見聞実録 1冊 福井市春嶽公記念文庫
14 白糸威陣羽織 1領 福井市春嶽公記念文庫
15 刀　無銘　来国光・脇指　短冊銘　信国 各 1口 福井市春嶽公記念文庫
16 石地塗葵紋散鞘半太刀大小拵 1具 福井市春嶽公記念文庫
17 征長出陣記 3冊 福井市春嶽公記念文庫
18 松平茂昭肖像画 1幅 越葵文庫

19 短刀　会津住重房謹造／元治元年十二月日
附：紫檀雲龍彫短刀拵 1口／ 1具 福井市春嶽公記念文庫

20 短刀　銘　元治元年冬至宗有作／おもひよこしまなし
附：花梨魚尽鞘短刀拵 1口／ 1具 福井市春嶽公記念文庫

21 松平容保書状（諸侯名士御書翰） 1巻 越葵文庫
22 松平容保肖像写真（パネル） 1葉 福井市春嶽公記念文庫
23 登坂心覚 1冊 福井市春嶽公記念文庫
24 短刀　銘　兼道　附：蝋色塗合口拵 1口／ 1具 福井市春嶽公記念文庫
25 エンフィールド銃 1挺 越葵文庫
26 会津征討越後国出兵明細書（春嶽公御手翰） 1巻 越葵文庫
27 会津征討出兵記 1冊 福井市春嶽公記念文庫
28 福井藩士狛元写真（パネル） 1葉 福井市春嶽公記念文庫
29 御祈祷札 2枚 個人蔵
30 スナイドル銃 1挺 当館蔵

戊 辰 戦 争
　慶応 4年（1868）1 月 3日、京都の鳥羽・伏見で新政府軍と幕府軍が戦闘を開始し、新政府軍の勝利に終わりました。
新政府軍は天皇から錦の御旗を授けられ官軍となり、会津藩を中心とした旧幕府軍は朝敵とされ追討の対象となりま
した。以後、旧幕府勢力や会津藩・庄内藩、奥羽越列
藩同盟と新政府軍との戦いが約 1年半に亘って続きま
した。戦いの始まった慶応 4年の干支から「戊辰戦争」
と呼ばれます。福井藩は新政府軍の一員として新潟か
ら会津、庄内に出兵しました。

スナイドル銃（当館蔵）


